
「
人
の
歩
く

姿
に
関
す
る
擬
態
副
詞
語
葉」

意
味
構
造
に
つ
い
て
の
一

試
論

「人の歩く姿!C関する擬態副詞搭乗」の意味構造についての一試論

l立

め

じ

「
人
に
関
す
る
擬
態
別
詞
語
染」
を 、
一
つ
の
休
系的な
集
合
体
と
考
え
る

(
注
1)

と 、
そ
の
集
合
体の
中に
あっ
て 、
一
々
の
語
奨
素
は 、
い
くつ
か
の
意
味
的

{
注
2}

特
徴
に
よっ
て 、
「
人
に
関
す
る
擬
態
副
詞
語
集」
とい
う
意
味
空
間
全
体の

中
で 、
相
互に
強
く
あ
るい
は
弱
く

連
関
し
あい
な
が
ら 、
一
定の
位
置
を
し

め
て
い
る 、
と
言
うこ
と
が
で
き
よ
う 。
そ
し
て 、
語
祭
素
の一
々
も 、
そ
れ

な
り
の一
定の
意
味
空
間
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る 。
語
奨
素
の
意
味
空
間

は 、
当
然
のと
と
な
が
ら 、
た
と
え
ば 、
「
歩
く

姿に
関
す
る
も
の」
を
表
わ

す
語
奨
索
集
合
体の
意
味
空
間
よ
り
も 、
意
味
的
特
徴
相
互
の
結
びつ
き
は
緊

(
注
3)

密
で
あ
る 。
ζ
れ
は 、
意
味
空
間の
閉
じ
ら
れ
か
た
が
よ
り
強い
とい
うふ
う

に
考
え
て
も
よ
か
ろ
う 。

と
こ
ろ
で 、
語
が
経
験
的に
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば 、
そ
の
意
味

内
容
は 、
当
然 、
個
人
個
人
の
過
去の
経
験
内
容
に
依
存
し
て
い
る
は
ず
で
あ

り 、
そ
と
に
は 、
大
き
な
個
人
差
が
予
想
さ
れ
ると
と
に
な
る 。
個々
の
語
の

意
味
を 、
個
人
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば 、
そ
れ
は 、
過
去に
お
け
る一
図
的

・
瞬
間
的
意
味
経
験の
集
束
と
仮
定
す
る
と
と
が
で
き
よ
う 。
し
た
がっ
て 、

の

室

敏

山

昭

「日」
な
ら
「日」
と
い
う
語
の
意
味
内
容
も 、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
ひ
ろ

が
り
を
有し
て
い
る
は
ず
で
あ
る 。
し
か
し 、
個々
人
に
よっ
て
無
限に
異な

る
意
味
空
間
が 、
日
常のコ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン
に
お
い
て一
応
の
理
解に
到

達
す
る
||

すな
わ
ち
意
味
の
理
解が
お
と
な
わ
れ
る
とい
う
形に
お
い
て 、

一
応
の
重な
り
を
見せ
る
||の

は
何
故
か 。
そ
れ
は 、
人
が 、
中
核
的
意
味

と
周
辺
的
意
味
と
を
弁
別
的に
把
捉
し
分
け
る
能
力
を
持っ
て
お
り 、
日
常の

交
話
生
活に
お
い
て
は 、
もっ
ぱ
ら
中
核
的
意
味だ
け
を
問
題
と
し 、
周
辺
的

意
味
を
捨
象し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る 。
こ
乙
に
言
う
中
核
的
意
味

は 、
一
般
概
念に
対
応
す
る
もの
で
あ
り 、
一
般
概
念に
対応
す
る
が
故に 、

{
注
4}

社
会
化
し
素
材
化
す
る
乙
と
も
可
能に
な
る
の
で
あ
る 。

し
た
がっ
て 、
わ
れ
わ
れ
は 、
言
語
の
意
味
研
究に
お
い
て
は 、
周
辺
的
意

味
は
ひ
と
ま
ず
お
き 、
中
核
的
意
味に
即
し
て
で
き
る
だ
け
客
観
的に
研
究
を

進
め
ると
と
を 、
ま
ず
志
向し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う 。
何
故な
ら

(
注
5)

ば 、
言
語
は 、
社
会
化
さ
れ
て
は
じ
め
て
言
語
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
乙
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る 。

右
の
よ
うな
考
え
に
も
とづ
き 、
以
下 、
鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
字
野
方
言

の
「
人に
関
す
る
擬
態
副
詞
語
染」
の
う
ち 、
「
歩
く

姿
に
関
す
る
もの」
と
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い
う
意
味
領
野
を
と
り
あ
げ 、
そ
の
意
味
空
間
を 、
中
核
的
意
味
に
即
し
て
把

握
し
て
み
た
い
と
思
う 。
調
査の
現
場に
お
い
て 、
中
核
的
意
味
を
周
辺
的
意

味
か
ら
区
別
し
て
適
確に
把
捉
す
る
と
と
は 、
実
は
き
わ
め
て
困
難なと
と
だ

と
考
え
ら
れ
る 。
私
は 、
今日
の
時
点に
お
い
て 、
ひ
と
ま
ず
便
宜
的な
方
法

と
し
て 、
次
の
よ
うな
乙
と
を
試
みた 。
代
表
的な
土
地
人一
O
名
(
内
訳 、

老
男三
名・
老
女三
名・
中
男二
名・
中
女二
名)
に
つ
い
て 、
一
々
の
語
奨

素
の
意
味
特
徴
を
で
き
る
だ
け
多
く

述べ
て
も
らい 、
そ
の
意
味
特
徴
の
う

ち 、
三
人
以
上
の
人
に
共
通
す
る
も
の
だ
け
を
残
し
て
他の
も
の
は
捨
象し 、

(
注
6)

一
定の
意
味
因
子
対
を
帰
納
す
る
とい
う
方
法で
あ
る 。
し
か
し 、
乙
れ
だ
け

で
は
不
完
全で 、
で
き
れ
ば 、
そ
の
結
果
を 、
自己
の
郷
土
方
言に
つ
い
て 、

乙
れ
を
客
観
的に
観
察
す
る
経
験
を
過
去に
持っ
た
人
に
ひ
と
と
お
り
検
閲
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
し
か
し 、
今
回
の
場
合 、
そ
の
よ
う

な
人
を
当
該
方
言
社
会に
求め
る
ζ
と
が
で
き
な
かっ
た
た
め 、
私
が 、
代っ

て 、
そ
の
事
を
お
こ
なっ
た 。

な
お 、
調
査
期
間は一
九
六
O
年
七
月
か
ら一
九
七一
年
四
月
ま
で
の
延べ

一
八
日
間で
あ
り 、
そ
の
聞
に 、
「
人
に
関
す
る
擬
態
副
詞
語
奨」
を
総
異
語

数
に
し
て
約
四
二
O
語 、
「
歩
く

姿に
関
す
る
も
の」
に
つ
い
て
は
七
八
語
を

聴
録
す
るこ
と
が
で
き
た 。
乙
の
結
果の
全
容
に
つ
い
て
は 、
別
の
機
会
を
得

て
公
表し
た
く

思っ
て
い
る 。

(
注
1

)

語
集
統
体

の
最
小
単
体
(
元)

を
言
い、

現
実

の
単
語
(
単
位
要

素)

に
該
当
す
る
仮
説
的
単
位
で
あ
る。

(
注
2
)

と
と
に
言
う
怠
味
空
間
は 、

概
念
空
間
と

対
応
す
る
も

の
で
あ

守令 。
(
注
3
)

語
集

の
怠
味
空
間
は 、

詩
集
索

の
窓

味
を
元
と'

す
る
集
合
を
い

よノ 。

(
注
4
)

言
語

の
意
味
空
間
は 、

本
質
的

に
は
概
念
空
間
を
写
す
も

の
と
考

え
ら
れ
る。

そ
し
て、

と
の
一
般
性
を
も
っ
概
念
空
間
を
写
す
と
と
ろ
に

言
語

の
意
味
空
間

の
共
通
性 、

社
会
性
が
あ
る
と
考
え
る

の
で
あ
る。

(
注
5
)

ソ
シ
ュ
l

ル
の

ラ
ン
グ
に
ほ
ぼ
該
当
す
る。

(
注
6
)

意
味
的
特
徴
に
よ
る
い
く
つ
か

の
対
応 、

対
立
項
を
い
う
。
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方
法
論
に
つ
い
て
の
解
説

「は
じ
め
に」
で
述べ
た
よ
うに 、
一
々
の
語
柔
索の
意
味
空
間
は 、
多
く

の
意
味
的
特
徴の
閉
集
合と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る 。
し
た
がっ
て 、
多
くの

窓
味
的
特
徴
を 、
具
体の
レベ
ル
か
ら
抽
象の
レベ
ル
に
お
い
て
把
握
す
るζ

と
に
よっ
て 、
語
集
索の
意
味
空
間
を
類
型
的に
描
くこ
と
が
可
能に
な
る 。

し
か
も 、
一
々
の
諮
梁
索
は 、
そ
れ
独
自の
意
味
空
間
を
形
成
し
て
い
る
が 、

「
人
の
歩
く

姿に
関
す
る
擬
態
副
詞
語
奨」
の
よ
うに 、
一
定の
意
味
領
野に

お
い
て
は 、
共
通の
意
味
的
特
徴が一
々
の
語
奨
索の
悶に
見
出
さ
れ
るこ
と

も
事
実で
あ
る吋
すな
わ
ち 、
と
の
意
味
領
野に
お
い
て
は 、
「
主
体」
と
「
行

動」
とい
う
点で 、
全
て
の
語
支
出来
が
連
繋
し
て
い
る 。
「主
体」
は
「
人」

で
あ
り 、
「
行
動」
は
「
歩
く
と
い
う
(動
作)」
で
あ
る 。

し
か
し 、
「人の
属
性」
「
歩
く

状
態」
「
評
価」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て 、一

々
の
語
奨
索
は 、
完
全に
は
重な
り
あ
う乙
と
の
な
い
そ
れ
独
自の
空
間
を
保

有し
て
い
る
の
で
あ
る 。
「
評
価」
は 、
「主
体」
と
「
行
動」
の
統一
体
全
体

に 、
つ
ね
に
関
わ
る
もの
と
考
え
る
と
と
が
で
き
よ
う 。「
属
性」
「
状
態」
「
評

価」
の
三
者
は 、
さ
ら
にと
ま
か
く

細
分さ
れ
る 。
そ
し
て 、
ζ
れ
ら
のこ
と

は 、
実は 、
現
実の
用
法 、
用
例に
よっ
て 、
は
じ
め
て
客
観
化
し
うる
乙
と

な
の
で
あ
る 。

と
乙
ろ
で 、
「人の
歩
く

姿に
関
わ
る
擬
態
副
詞
語
梁」
に
お
い
て 、
「人の



属
性」
「
行
動
と
し
て
の
歩
く

状
態」
「
評
価」
の
う
ち 、
一
々
の
語
実
素
の
意

味
空
聞
を
もっ
と
も
顕
著に
特
徴づ
け
て
い
る
も
の
は 、
「
行
動
と
し
て
の
歩

く
状
態」
で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
以
下の
考
察
は 、
と
れ
を
中
心
と
し
て
お

と
な
う乙
と
に
す
る 。

「人の歩く姿に関する擬態]l;IJ詞語集Jの意味構造についての一試論

行
動
と
し
て
の
「
止歩
く」

状
態
に
よ
る
分
類

「
行
動
と
し
て
の
歩
く

状
態」
に
は 、
実に
多
くの

意
味
的
因
子
が
み
と
め

ら
れ 、
「
評
価」
と
の
区
別
も
困
難な
場
合
が
多い 。
「
行
動
と
し
て
の
歩
く

状

態」
と「
評
価」
と
は 、
一
応 、
次
の
よ
う
に
区
別
す
る
乙
と
に
す
る 。
前
者

は 、
あ
く
ま
で
も 、
客
観
的な
「
歩
く

姿」
の
あ
り
か
た
に
限
定
し 、
そ
れ
に

対
し
て
人
が
ど
の
よ
うな
価
値
感
情
を
寄せ
る
か
と
い
う
こ
と
は 、
全
て 、

「
評
価」
と
い
う
観
点
か
ら
考
究
す
ると
と
に
す
る 。

こ
の
よ
うな
意
味
で
の
「
状
態」
の
意
味
的フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
は 、
お
よ

そ、1 
「
早い」
||「

遅い」

「
規
則正
しい」
||「

不
規
則な」

「
上
半
身
が
動
か
な
い」
||「上

半
身
が
大
き
く
動
く」

「
力
強い」
11「

弱い」

「
大
ま
た」
||，「

小
ま
た」

「
飛
ぶ
よ
う
な
歩き
か
た」
||「

足
を
ぴっ
た
り
地
に
つ
け
た
歩
き
か

た」
2 3 4 5 6 7 

「
長い
距
離」
||「

短
か
い
距
離」

「
休
ま
な
い」
||「

休
み
休
み」

「
向かっ
て
く
る」
||「遠

ざ
か
る」

8 9 

の
九
対が
あ
る 。
乙
の
九つ
の
意
味
因
子
対
は 、
一
々
の
語
焚
阜県に
つ
い
て
土

地
人
が
おこ
なっ
た
内
省に
よ
る
発
言
を 、
類
型
的
に
処理
す
るこ
と
に
よっ

て
帰
納
し
た
も
の
で
あっ
て 、
筆
者
自
身
の
観
察
は
帰
納の
段
階に
お
い
て
は

じ
め
て
参
考
と
し
て
い
る
乙
と
を 、
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い 。

「
早い」
(
略
号 、
u

g

--
「
遅い」
(
略
号 、
M
H)

1 (比
例)
の
も
の
||二

二
語
(二
八・
二
%)

ス
タ
ス
タ
ス
タコ
ラ
ス
タコ
ラ
サッ
サ
ト
セ
カセ
カ
タ
カ
タ
カ

タ
カ
タ
カ
夕
刻タ
カ

引列
島タッ
ト
タッ
タッ
列刈
ト
ダン
ダン
列刈
ダ

ン
チョ
コ
マ
カ
ト
チョ
コ
チョ
コ
ツ
カ
ッ
カ
ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ド
ヤ

ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ドッ
ト
ドン
ドン
ドン
ドン
ドン
ドン
ヒ
ョ

コ
ヒ
ヨ

コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ヨ
ツ
コ
ヒ
ヨ
ツ
コ
ヒ
ヨ
ツ
コ
ヒ
ヨ
ツ

コ
ペ
タペ
タ

(凶
付の
も
の
||五

六
語
(
七一
・

八
%)

イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イゴ
リ

イゴ
リ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イン
ゴ
リマ
ン
ゴ
リ
マ
ン
プ

リマ
ン
ゴ
リ
オッ
チ
ラ
ト
オッ
チ
ラ
オッ
チ
ラ
ギッ
コ
ン
パ
ッ
タン

ギッ
列
リシ
ャ
ツ
列
リ

判叶コ
ン
ギッ
コ
ン

判刈
トン

キッ
トン
ク
刈

リ
クル
リ
クル
ン
クル
ン
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
イ
ソ

ロ
イ
ソロ
リ
ソロ
リ
ソロ
lッ
ト
ゾロ
ゾロ
ゾロ
リ
ゾロ
リ
ゾロ

l
ゾロ
l
eソロ

1
ゾロ
i

ゾロ
1 0ソロ
l

ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ

ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ダ
ラ
ダ
ラ
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ

ラン
ダ
ラ
リ
ダ
ラ
リ
ダ
ラン
ダ
ラン
テッ
ク
リ
テッ
ク
リ
トコ
トコ

ト
ボ
ト
ボ
ト
ボ
リ
ト
ポ
リ
ショ
ボ
ショ
ポ
ドロ
1
ドロ
l

ノッ
コ
リ

ノッ
コ
リ
ノコ
ノコ
ノ
ソ
ノ
ソ
ノッ
ソ
リノッ
ソ
リ
ノロ
ノロ
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ヨコ
リヒ
ヨコ
リ
ヒ
ヨツ
コ
リヒ
ヨッ
コ
リ
ヒ
ヨ
ツ
コ
ラヒヨ
ツ
コ
ラ

プ
ラ
リ
プ
ラ
リ
プ
ラ
ン.フ
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ンペ
ッ
タ
ン
ベッ
タペ
ッ
タ
ベ

ツ
タペ
ッ
タ
ホ
トリ
ホ
トリ

ボッ
ト

リポッ
ト

リ
ホッ
ト

リホッ
ト

リ

ホ
トン
ホ
トン

ボ
ト

リボ
ト

リ
ユ
サ
lユ

サ
l

ユ
サ
lユ

サ
lユ

サ
1

ユ
サ
l

ζ
れで
見る
か
ぎ
り 、
「早い
歩き
か
た」
よ
り
「ゆっ
く
りし
た
歩
き
か

た」
の
方
向に 、
語
繋が
繁
栄し
てい
る乙
と
が 、
よ
く理

解さ
れる
か
と
思

う 。
「
早い
歩き
か
た」
の
場
合は 、
そ
れが
早い
だ
けに
と
ら
えに
く
く 、
と

くに
目
立た
しい
歩き
か
た
もみ
とめ
に
くい
の
に
対
し
て 、
「ゆっ
く
りし

た
歩き
か
た」
の
場
合は 、
そ
れ
が
ゆっ
く
りし
てい
る
だ
けに 、
歩き
か
た

を
じっ
く
りと
観
察
するこ
と
もで
き
る
し 、
また 、
一
々
の
歩き
か
た
の
特

徴
も 、
い
き
お
い 、
目
立た
し
く
もな
り
印
象
的に
もな
りが
ちで
あ
ろ
う 。

右の
結
果は 、
そのと
と
を 、
か
な
り明
確
に
もの
が
たつ
てい
る
と
思
量さ

れ
る
の
で
あ
る 。

2
「
規
則
正しい」
(
略
号 、
印
刷)

||l「不
規
則な」
(
略
号 、
日
付)

(
印
刷)
の
もの
lll一

二
語
(一
五・
四
%)

ス
タス
タ
タカ
タカ
タカ
タカ
タカ
タカ
タッ
タッ
ト
タッ
タッ

引刈
ト
ダン
ダン
列川
ダン
ツ
刺ツ
カ
テ
列テ
ク

門川
ド
ン
ド
ン

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ペ
タペ
タ
ペ
ッ
タペ
ッ
タ
ベッ
タペ
ッ
タ

(
m
H)
の
もの
||三

四
語
(四一
子
六
%)

イ
ン
ゴ
リイ
ン
ゴ
リ
イ
ン
ゴ
リイ
ン
ゴ
リイ
ン
ゴ
リイ
ン
ゴ
リ
イ
ゴ
リ

イ
ゴ
リ
イ
ゴイ
ゴ
イ
ゴ
イ
ゴ
イゴ
イ

ゃコ
イ
ン
ゴ
リマ
ンゴ
リ
マ
シ
ゴ

リマ
ン
ゴ
リ
ギッ
斗ンバ
ッ
タ
ン
ギッ
列リシ
ャ
ツ
列リ

刊刈
コ
ン
ギ

ッ
コ
ン
キッ
トン
キッ
トン
ゾロ
リ
ゾロ
リ
ゾロ
l aソロ
l

ゾロ
1

ゾロ
1 9ソロ
1

ゾロ
l

ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン

ダラ
ダラ
タ
ランタ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラ
ン
ダラ
リ
ダラ

リ
ダラン
グラン
ドロ
l
ドロ
l
ヒョ
コ
ヒョ
コ
ヒョ
コ
ヒョ
コ
ヒ

ョ
コ
ヒ
ョ

コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ

コ
ヒ
ョ

ッ
コ
ヒョ
コ
リヒョ
コ
リ
ヒョ
ッ
コ
リヒョ
ッ
コ
リ
ヒョ
ッ
コ

ラヒ
ョ

ッ
コ
ラ
プラ
リ
プ
引リ
プ
ラン
プ
引ン
ペ
ッ
列ン
ベッ
タ
ン

ユ
サ
iユ

サ
1

ユ
サ
lユ

サ
lユ

サ
!ユ

サ
l

「
印
刷」
の
もの
は
「凶
帥」
の
もの
と
連
繋するこ
とが
多く 、
「団
付」

「
は
伸

28 

の
もの
は
「
は
付」

↓日
制」
「
は
付↓日
付」
の
方
向で 、
一
つ
の
意
味
空
間を
形
成
す
る
わ
け

で
ある 。
「
早い」
l|「

遅い」
とい
う意
味
因
子
対に
は 、
特
別の
価
値
感

情がみ
とめ
ら
れない
が 、
「
規
則正しい」

||「
不
規
則な」
とい
う
意
味

因
子
対に
は 、
特
別の
価
値感
情の
と
もな
う乙
と
がつ
ねで
ある 。

「上
半
身が
動か
ない」
(
略
号 、
日
制)

||
「上
半
身が
大き
く
動

の
もの
と
連
繋するこ
とが
多い 。
すな
わ
ち 、

3 
く」
(
略
号 、
日
付)

2
と3
と
は 、
土
地
人に
よ
れば 、
次の
よ
うに
区
別
さ
れる 。
2
は 、
身

体全
体の
動きに
注
目し 、
歩き
か
た
がリズ
ミカ
ル
か
リズ
ミカル
で
ない

か
とい
う
点に
重
点が
置か
れるの
に
対し
て 、
3
は
上
半
身の
大き
な
動き

が
注
目
さ
れる
もの
で
ある 。
上
半
身が
大き
く
動
けば 、
当
然 、
リズ
ミカ

ル
な
動き
か
ら
は
遠の
くか
ら 、
その
点で 、
2
と
重な
る
が 、
上
半
身が
動

か
な
く
と
も 、
必ずし
も
規
則正しい
歩
き
か
た
に
な
る
とは
限
らない
点

で 、
2
と3
と
は
重な
らない 。
た
と
え
ば 、
ちょっ
と
歩い
て
は
立ちど
ま

りちょっ
と
歩い
て
は
立ちど
まる
とい
うよ
うな
歩き
かた
は 、
上
半
身が

動か
な
く
と
も 、
決し
て 、
リズ
ミカル
な
歩き
か
た
と
は
言
えない
か
らで



あ
る 。

「人の歩く姿IC関する擬態iJj詞語業」の意味構造についての一試論

(印
判)
の
もの
||五

七
語
(七三・一
%)

オッ
チ
ラ
ト
オッ
チ
ラ
オッ
チ
ラ
ス
タ
ス
タ
ス
タヨ
ラ
ス
タコ
ラ

サッ
サ
ト
セ
カ
セ
カ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
イ
ソロ
イ

11111パl

e

e

ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
ソロ
13
ト
ソロ
ソロ
ソロ
リ
ソロ
リ
ゾロ
l

ソロ

l
ゾロ
l

ゾロ
l

ゾ
叫け
ゾロ
l

ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ

ン
ゾロ
ン
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タッ
タッ
ト
タッ
タッ
タ

ッ
ト
ダ
ラ
ダ
ラ
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
ダ
ラ

リ
ダ
ラ
リ
ダ
ラン
ダ
ラン
ダン
ダン
ダン
ダン
チョ
コ
マ
カ
ト
チョ

コ
チョ
コ
ツ
カ
ッ
カ
テ
ク
テ
ク
テッ
ク
リ
テッ
ク
リ
トコ
トコ
十

ボ
ト
ポ
ショ
ボ
ショ
ボ
ドロ
l
ドロ
l
ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ド
ヤ
ド
ヤ
ド

ヤッ
ト
ドッ
ト
ドン
ドン
ド
ン
ドン
ドン
ド
ン
ト
ボ
リ
ト
ボ
リ

ノ

ッ
コ
リノッ
コ
リ
ノコ
ノコ
ノ
ソ
ノ
ソ
ノッ
ソ
リ
ノッ
ソ
リ
ノロ
ノ

ロ
プ
ラ
リ
プ
ラ
リ
プ
ラン
プ
ラン
ペ
タペ
タ
ペ
ッ
タン
ベ
ッ
タン

ペ
ッ
タペ
ッ
タペ
ッ
タペ
ッ
タ
ホ
ト
リ
ホ
ト
リ
ホッ
ト
リ
ホッ
ト
リ
ホ

トン
ホ
トン
ボッ
ト
リ
ポッ
ト
リ
ボ
ト
リ
ボ
ト
リ

(印
付)
の
もの
lib-一一

語
つ
工ハ・
九
%)

イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イゴ
リ

イゴ
リ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イン
ゴ
リマ
ン
ゴ
リ
マ
ン
ゴ

リマ
ン
ゴ
リ

ギツ
列リシ
ャツ
列
リ

判刈コ
ン
ギッ
コ
ン

判刈
トン

キ

ッ
ト
ン
クル
リ
クル
リ
クル
ン
クル
ン
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ヨ

コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ

ヨ
ツ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
コ
H'ヒ
ョ
コ
HJ
ヒ
ョ
ッ
コ
HJヒ
ョ
ッ
コ
リJ
ヒ
ョ

ッ
コ
ラヒ
ヨ
ツ
コ
ラ
ユ
サ
lユ

サ
l

ユ
サ
lユ

サ
lユ

サ
lユ

サ
1

「叩
ω」
は 、
「
は
一回」
と
直
接重な
り
あ
う
関
係は
示さ
ない
よ
うで
あ

る 。
た
と
え
ば 、
「印
刷」
の
もの
の
中に
は 、

ス
タス
タ
タッ
タッ
ト
ツ
カ
ッ
カ
ドッ
ト

の
よ
うに 、
「
M
帥」
の
もの
が
み
とめ
ら
れる
と
同時に 、

ソロ
ソロ
タ
ラン
タ
ラン
ト
ポ
ト
ボ

の
よ
うに 、
「
は
付」
の
もの
もみ
とめ
ら
れる
か
らで
ある 。
と
れ
と
同じ

こ
と
が 、
「叩
付」
につ
い
て
も言え
る 。
すなわ
ち 、
と
の
中に
は 、

押ン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
キッ
トン

キッ
トン

の
よ
うに 、
「凶
付」
の
もの
が
含ま
れてい
る
が
「凶
帥」
の
も
の
も 、次

の
よ
うに
み
とめ
ら
れる
の
で
ある 。

ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ

とこ
ろで 、
「団」
に
おい
て
は 、
「不
規
則な
歩き
か
た」
に
関
する
もの

が
か
な
り
多かっ
た
の
に
対し
て 、
「印」
に
おい
て
は 、
「上
半
身を
大き
く

動か
す
歩き
か
た」
に
関
する
もの
が 、
か
な
り少な
くなっ
てい
る 。
そ
の

比
率は 、

印
刷
二
五・
四
%)

11団
付
(四
三・
六
%)

印
刷
(七三・一
%)

||
日
付
(二
六・
九%)

と
な
り 、
ちょ
うど
逆
の
関
係を示
し
てい
る
わ
けで
ある 。
人々
が 、
そ
の

歩き
かた
に
関
し
て 、
と
くに
どの
よ
うな
点に
注意
し 、
どの
よ
うな
様
態

を
強く
印
象づ
けよ
う
と
し
てい
る
か
が 、
乙
の
結
果に 、
あ
る
程
度反
映し

てい
る
と
見る乙
と
はで
き
ない
で
あ
ろ
うか 。

4
「
力
強い」
(
略
号 、
印
帥)

||「弱い」
(
略
号 、

山
村)

(
印
刷)
の
もの
||八

語
(一
0・
三
%)

29 



引刈
タツ
肝
タッ
タッ
打川
ト

ダ
ンダ
ン
列川ダ
ン
ド
ヤ
ド
刊判
ト

ド
ヤ
ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ドッ
ト
ドン
ドン
ドン
ドン
ドン
ドン

(印
付)
の
も
の
||一

七
語
合
ご
・

八
%)

ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
イ
ソロ
イ
ソロ
リ
ソロ
リ
ソ

ロ
lッ
ト
トコ
トコ
ト
ボ
ト
ボ
ショ
ボ
ショ
ボ
トボ

リ
ト
ボ
リ
ヒ

ョ
コ
HJヒョ
コ
HJ
ヒ
ョ
ッ
コ
HJヒ
ョ
ッ
コ
HJ
ヒョ
ッ
コ-フヒ
ョ
ッ
コ-フ

ホ
トリ
ホ
トリ
ホッ
トリ
ホッ
トリ
ホ
トン
ホ
トン
ボッ
トリ
ボッ
ト

リ
ポ
トリ
ポ
トリ

山
村に
所
属
す
る
語
奨
索
の
数
が 、
印
刷の
も
の
よ
り
も
か
な
り
多い
とい

うζ
と
は 、
私
ど
もに 、
乙
の
種の
擬
態
副
詞
語
梁の
評
価の
方
向が 、
ほ
め

た
た
え
る
方
向よ
り
も 、
期
笑・
軽
視・
侮
蔑
な
ど
の
下
向
き
の
方
向
(
下
向

性)
へ
栄
え
が
ち
で
あ
る
乙
と
を 、
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る 。

5
「
大
ま
た」
(
略
号 、
印
刷)

||
「
小
また」
(
略
号 、
日
付)

の
も
の
||

九
語
(一
一
・

五
%)

(目
的)

ス
タス
タ
ス
タコ
ラ
ス
タコ
ラ
サッ
サ
ト
タッ
タッ
ト
タッ
タツ

タッ
ト
グ
ンダ
ンダ
ンダ
ン
ツ
カ
ッカ

門川
ド
ン
ド
ン
ドン
ドン
ド

ン
(目
付)
の
も
の
||一

六
語
(二
0・
五
%)

タカ
タカ
タカ
タカ
タカ
タカ
チョ
コ
マ
カ
ト
チョ
コ
チョ
コ

コ
トコ
ト
ボ
ト
ポ
ショ
ボ
ショ
ボ
ト
ボリ
ト
ボリ
ベ
タペ
タ
ペ
ッ

タンペ
ッ
タン
ぺ
ッ
タペ
ッ
タペ
ッ
タ
ベッ
タ
ホ
トリ
ホ
トリ
ホッ
ト

リ
ホッ
トリ
ホ
トン
ホ
トン
ボッ
トリ
ポッ
トリ
ボ
トリ
ポ
トリ

(ほ
凶)
の
も
の
は 、
(印
凶)
の
も
の
と
か
な
り
緊
密に
連
繋
し
て
い
る
乙

と
が 、
知
ら
れ
る
か
と
思
う 。

6 
「
飛ぶ
よ
う
な
歩き
か
た」
(
略
号 、

目
的)

||l
「
足
をべ
っ
た
り
地

に
つ
けた
歩
き
か
た」
(
略
号 、
日
付)

30 

(印
刷)
の
も
の
||

六
語
(
七・
七
%)

クル
リ
クル
リ
クル
ン
クル
ン
ヒョ
コ
ヒョ
コ

コ
ヒ
ョ

コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コ

ヒ
ョ
ッ
コ

(日
付)
の
もの
l|』八

語
(一
0・
三
%)

ペ
タ
ベ
タ
ペ
ッ
タンペ
ッ
タン
ペ
ッ
タペ
ッ
タペ
ッ
タベッ
タ

リ
ホ
トリ
ホッ
ト
リ
ホッ
トリ
ホ
トン
ホ
トン
ボ
トリ
ボ
ト

リ

ト
リボッ
トリ

(印
封)
の
意
味
因
子
対に
よっ
て
特
徴づ
け
ら
れ
る
語
奨
素
数
は 、
わ
ず

か
に一
四
語
で
あ
る
か
ら 、
ζ
の
意
味
因
子は 、
「人の
歩
く

姿
に
関
す
る
擬

態
副
詞
語
実」
に
とっ
て 、
特
に
重
要
な
機
能
を
発
揮
す
る
もの
と
は
考
え
ら

れ
な
い 。

ヒョ
コ
ヒョ
コ
ヒョ

ヒョ
ッ
コ
ヒョ
ッ
コホ

ト
ボッ

7 

「
長い
距
離」
(
略
号 、
印
刷)

||
「
短
か
い
距
離」(
略
号 、
目
付)

ト

(時
帥)
の
も
の
||一

六
語
(二
0・
五
%)

イ
ン
ゴ
リイ
ンゴ
リイ
ン
ゴ
リイ
ンゴ
リ
ダ
ンダ
ンダ
ンダ
ン
テ
ク
テ

ク
テッ
ク
リ
テッ
ク
リ
ドン
ドン
ドン
ドン
ドン
ドン
タ
ラン
タ

ラン
タラン
タラン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
1 8ソロ
l

ゾロ

l
ゾロ
l

ペ
ッ
タペ
ッ
タペ
ッ
タ
ベッ
タ
ホッ
トリ
ホッ
ト

リ
ポッ
ト

リ
ポッ
ト

リ
ポ
ト

リボ
ト

リ
ノッ
コ
リ
ノッ
コ
リ
ユ
サ
1ユ

サ
lユ

サ

lユ
サ
l

(日
付)
の
も
の
||二

二
語
(二
八・
二
%)



「人の歩く姿11:関する縫態副詞語集」の意味構造についての一試論

イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
ス
タコ
ラ
ス
タス
タ
ス
タコ
ラ
サ

ッ
サ
ト
セ
カ
セ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タγ
タッ
ト
タ

ツ
タッ
タッ
ト
チョ
コ
マ
カ
ト
チョ
コ
チョ
コ
ツ
カ
ッ
カ
ド
ヤ
ド
ヤ

ッ
ト
ド
ヤ
ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ドッ
ト
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ヨ

コ
ヒ
ヨ
コ
ヒ

司司ヒ
ョ
コ
ヒ
ヨ
ツ
コ
ヒ
ヨ
ツ
コ

叫斗刈斗ヒ
ヨ
ツ
コ
ヒ
ヨ
ツ
コ
ヒ
ヨ
ツ

コ
ヒ
ヨ
ツ
コ
ぺ
タベ
タ
ユ
サ
1ユ

サ
|

(
同
一凶)
の
も
の
に
つ
い
て
は 、

イゴ
イゴ
lllイン

ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ

ペ
タペ
タ
||ペ
ッ
タペ
ッ
タペ
ッ
タベ
ッ
タ

ユ
サ
lユ

サ
1
111ユ

サ
iユ

サ
lユ

サ
lユ

サ
l

の
よ
う
な 、
二
回
反
復
形
対四
国
反
復
形
の
対
立
が
特
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

る 。
四
回
反
復
形
は 、
距
離
の
長
さ
と
密
接
な
連
関
性
を
有し
て
い
る
とい
う

乙
と
が
で
き
よ
う 。
そ
の
乙
と
は 、
二
回
反
復
形
と
い
う
対
立
形
を
持っ
て
い

な
く
と
も 、

タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン

ソロ
l

ゾロ
l

ゾロ
l

の
よ
う
な
四
回
反
復
形
を 、
土
地
人
が 、
全
て 、
長い
距
離と
関
係が
あ
る
と

把
握
し
て
い
るζ
と
か
ら
も 、
か
な
り
の
客
観
性
を
持っ
て
い
る
と
思
量
さ
れ

る
の
で
あ
る 。

6
「
休
ま
な
い」
(
略
号 、
旧
例)

||
「
休
み
休
み」
(
略
号 、
出
付)

事ソロ
ン 。ソロ
ン 。ソロ
ン 。ソロ
ン
ゾロ
l

(目
的)
の
も
の
||二

五
語
会=
了一
%)

ス
タ
ス
タ
ス
タコ
ラ
ス
タコ
ラ
サッ
サ
ト
セ
カセ
カ
タ
カ
タ
カ

タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タッ
タッ
ト
タッ
タッ
タッ
ト
ダン
ダン
ダン
ダ

ン
チョ
コ
マ
カ
ト
チョ
コ
チョ
コ
ツ
カ
ッ
カ
テ
ク
テ
ク
トコ
トコ

ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ド
ヤ
ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ドッ
ト
ドン
ドン
ドン
ドン
ド

ン
ドン
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ

コ
ヒ
ョ

コ
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ

コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ

ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ペ
タペ
タ
ペ

ッ
タぺ
ッ
タペ
ッ
タベ
ッ
タ

(出
付)
の
も
の
||

四
O
語
(五
七・
七
%)

イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イ
ン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ
イゴ
リ

イゴ
リ

イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イ 。コ
イン
ゴ
リマ
ン
ゴ
リ
マ
ン
ゴ

リマ
ン
ゴ
リ
オツ
到ラ
ト
オッ
チ
ラ
剃刈
チ
ラ
ギッ
コ
ン
パ
ッ
タン

ギッ
列リ
シ
ャ
ツ
列リ

刊刈コ
ン
ギッ
コ
ン

判刈
トン

キッ
トン
ク
川

リ
クル
リ
クル
ン
クル
ン
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
ソロ
リ

ソロ
リ
ソロ
イ
ソロ
イ
ソロ
lッ
ト
ダ
ラ
ダ
ラ
タ
ラン
タ
ラン
タ

ラン
タ
ラン
タ
ラン
タ
ラン
ダ
ラ
リ
ダ
ラ
リ
ダ
ラン
ダ
ラン
テッ
ク
リ

テッ
ク
リ
ト
ボ
ト
ボ
ショ
ボ
ショ
ボ
ドロ
1
ドロ
l
ト
ボ
リ
ト
ボ
リ

ノッ
コ
リ
ノッ
コ
リ
ノ
ソ
ノ
ソ
ノッ
ソ
リノッ
ソ
リ
ノロ
ノロ
ヒ
ョ

コ
リヒ
ョ
コ
リ
ヒ
ョ
ッ
コ
リヒ
ョ
ッ
コ
リ
ヒ
ョ
ッ
コ
ラヒ
ョ
ッ
コ
ラ
ブ

ラ
リ
ブ
ラ
リ
プ
ラン .フ
ラン
ペ
ッ
タンペ
ッ
タン
ホ
ト
リホ
ト
リ
ホ

ッ
ト
リ
ホッ
ト
リ
ホ
トン
ホ
トン
ボッ
ト
リ
ポッ
ト
リ
ポ
ト
リ
ボ
ト
リ

(H
封)
の
も
の
は 、
そ
の
大
半
が 、
(A
封)
の
も
の
と一
致
す
る 。
し

ーム
rt、

14
'l、

た
がっ
て 、
(四
日)
の
も
の
と
も 、
き
わ
め
て
緊
密に
連
繋
す
る 。

9
「
向
かっ
て
く
る」
(
略
号 、
日
制)

||
「
遠
ざ
か
る」
(
略
号 、
日

(日
的)
の
も
の
||

四
語
(五・一
%)

ツ
カ
ッ
カ
ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ド
ヤ
ド
ヤ
ド
ヤッ
卜

(日
付)
の
も
の
||三

語
(一一
て
八
%)
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ス
タス
タ
ス
タコ
ラ
ス
タコ
ラ
サッ
サ
ト

ζ
の
意
味
因
子
対に
所
属
す
る
語
袋
素
数
は 、
わ
ず
か
七
語
で
あ
る
が 、

(日+一)
の
対
義
関
係
を 、
土
地
人
は 、
き
わ
め
て
明
確に
自
覚
し
て
い
る
の

で
あ
る 。
右
の
七
語
は 、
すべ
て 、
(日比
例・
凶
帥-
m
帥)
と
連
繋
す
る
の
で

あ
る 。以

上
が 、
「
行
動と
し
て
の
歩
く

状
態」
に
つ
い
て
の
意
味
因
子
対
に
よ
る

「
人
の
歩
く

姿
に
関
す
る
擬
態
副
詞
語
梨」
の
第一
次の
分
類
整
理
で
あ
る 。

土
地
人
は 、
右
に
挙
げ
た
九つ
の
意
味
因
子
対
を
重
要
な
も
の
と
し 、

私
が
提

案
し
た
「
着
物
を
若
て
い
る
か
服
を
着
て
い
る
か」
「
下
駄
を
は
い
て
い
る
か

靴
を
はい
て
い
る
か
そ
れ
と
も
素
足
か」
な
ど
の
窓
味
因
子
対
を 、
ほ
と
ん
ど

重
要
な
も
の
と
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
あっ
た 。
「
歩
き
か
た」
に
対
す
る

土
地
人
の
注
目
の
仕
方は 、
ま
ず 、
そ
れ
が
老
人で
あ
る
か
子
供で
あ
る
か 、

あ
るい
は
そ
の
点でニ
ュ
ー
ト
ラル
で
あ
る
か
とい
う
「
人
の
属
性」
そ
の
も

の
に
向
け
ら
れ 、
つ
い
で 、
「
歩
き
か
た
の
様
態」
の
特
徴
に
向
け
ら
れ
る
よ

うで
あ
る 。

以
上
の
「
歩
く

状
態」
に
関
す
る
窓
味
因
子に
よっ
て 、
七
八
語
の
う
ち 、

使
用
頻
度の
高い一
六
語
の
窓
味
空
聞に
つ
い
て
記
述
を
試
み
る
な
ら
ば 、
次

の
よ
うに
な
る 。

1、
イン
司リ
イン
ゴ
リ

(「
は
付」
+
「日
付」
+
「印
付」
+
「
団
付」)

《
ゆっ
く
り
と
し
た
歩
き
か
た
で 、
不
規
則で 、
上
半
身
が
大
き
く
動
き 、

休
み
休
み
す
る
よ
う
な
歩
き
か
た
》

2 、
イ
司イゴ
(「凶
付」
+
「日
付」
+
「
日
付」
+
「
日
付」
+「目
付」)

《
ゆっ
く
り
と
し
た
歩
き
か
た
で 、
不
規
則で 、
上
半
身
が
大
き
く

勤
き 、

短
か
い
距
離
を
休
み
休
み
す
る
よ
う
な
歩
き
か
た
》

3、
オッ
チ
ラ
刷刈
チ
ラ
(「
は
付」
+
「印
帥」
+
「目
的」
+
「目
付」)

《
ゆっ
く
り
し
た
歩
き
か
た
で 、
上
半
身
が
動か
ず 、
長い
距
離を
休
み
休

み
す
る
よ
う
な
歩
き
か
た
》

4 、

判汁
ト
ン
キッ
ト
ン
(「
は
付」
+
「日
付」
+
「印
付」
+
「出
付」)

《
ゆっ
く
り
し
た
歩
き
か
た
で 、
不
規
則で 、
上
半
身
が
大
き
く

勤
き 、
休

み
休
み
す
る
よ
う
な
歩き
か
た
》

5 、
ショ
利ショ
ボ
(「
は
付」
+
「叩
帥」
+
「
m
H」
+
「日
付」
+「出

付」)
《
ゆっ
く
り
し
た
歩
き
か
た
で 、
上
半
身
が
動
か
ず 、
元
気
が
な

く 、
小
ま
た
で
休
み
休
み
す
る
歩き
か
た
》

6 、
ス
列ス
タ
(「
一比
例」
+
「
印
刷」
+
「叩
帥」
+
「
ぽ
帥」
+
「目
付」

+
「目
的」
+
「日
付」)
《
早い
足ど
りで 、
規
則正
し
く 、

上
半
身
が

動か
ず 、
大
ま
た
で 、
短
か
い
距
離
を
休
ま
ない
で
遠
ざ
かっ
て
い
く

歩
き

か
た
》

7 、
ソ
吋イ
ソロ
イ
(「
は
付」
+
「印
帥」
+
「印
付」
+
「
団
付」)
《
ゆ

っ
く
り
し
た
歩
き
か
た
で 、
上
半
身が
動
か
ず 、
元
気
が
な
く 、

休
み
休
み

す
る
歩
き
か
た
》

8 、

夕
刻タ
カ
(「凶
帥」
+
「日
帥」
+
「印
刷」
+「日
付」
+「目
付」

+
「
旧
制」)
《
早い
足
ど
りで 、
規
則正
し
く 、

上
半
身
が
動か
ず 、
小

ま
た
で 、
短
か
い
距
離を
休
ま
な
い
で
行
く

歩
き
か
た
》

9 、
タ
ラン
タ
ラン
タ
引ン
タ
ラ
ン
(「A
→」
+
「B
付」
+
「C
帥」
+

噌i
，t、

「目
的」
+
「旧
付」)
《
ゆっ
く
り
し
た
歩
き
か
た
で 、
不
規
則で 、
上

半
身
が
動
か
ず 、
長い
距
離
を
休
み
休
み
す
る
歩き
か
た
》

m 、
ダン
ダン
列川
ダン
(「
は
帥」
+
「団
的」
+
「叩
帥」
+
「印
帥」
+

「目
的」
+
「目
付」
+
「目
的」)
《
早い
足
ど
りで 、
規
則正
し
く 、

上
半
身
が
動
か
ず 、
力
強
く 、

大
ま
た
で 、
長い
距
維
を
休
ま
な
い
で
行
く
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歩き
か
た
》

口 、
チヨ
判チョ
コ
(「A
帥」
+
「C
仲」
+
「E
ハ門」
+
「G
付」
+「H

噌i

帥」)
《
早い
足ど
りで 、
上
半
身が
動か
ず 、
小
また
で 、
短かい
距
離

を
休
ま
ない
で
行
く

歩き
か
た
》

ロ 、
ツ
刺ツ
カ
(「凶
帥」
+
「印
刷」
+
「印
帥」
+
「印
刷」
+
「目
付」

+
「印
刷」
+
「日
制」)
《
早い
足ど
りで 、
規
則
正
し
く 、
上
半
身が

動か
ず 、
大
ま
た
で 、
短かい
距
離
を
休
ま
ず 、
乙
ち
らに
向かっ
て
くる

歩き
か
た
》

日 、
ト
利リト
ポ
リ
(「は
付」
+
「叩
帥」
+
「印
付」
+
「日
付」
+「旧

付」)
《
ゆっ
く
り
し
た
歩きか
た
で 、
上
半
身
が
動
か
ず 、
元
気が
な

く 、
小
また
で 、
休
み
休
み
する
歩き
か
た
》

川崎 、
ペッ
タ
ベッ
タ

ペ刈州ペッ
タ(「は
付」
+
「印
帥」
+
「日
付」+「日

付」
+
「日
付」
+
「旧」)
《
ゆっ
く
りし
た
歩き
か
た
で 、
上
半
身が

動か
ず 、
小
また
で 、
足
をべっ
た
り地につ
けて 、
長い
距
離
を
休
ま
な

い
で
行
く

歩き
か
た
》

目 、
ポツ
Hリポッ
ト
リ
(「は
付」
+
「印
刷」
+
「印
付」
+
「日
付」+

「印
付」
+
「印
刷」
+
「団
付」)
《
ゆっ
く
りし
た
歩き
か
た
で 、
上

半
身が
動か
ず 、
元
気が
な
く 、
小
ま
た
で 、
足
を
べ
っ
た
り
地につ
け

て 、
長い
距
離
を
休
み
休
み
する
歩き
か
た
》

問 、
ュ
サ
lユ

サ
lユ

引けユ
サ
l

(「は
付」
+
「日
付」
+
「叩
付」
十

「印
刷」
《
ゆっ
く
りし
た
歩き
か
た
で 、
不
規
則で 、
上
半
身
が
大
き

く
動
き 、
長い
距
離
を
行
く

歩き
か
た
》

右に
示し
た一
六の
語
実
素の
うち 、
「戸行
動
と
し
て
の
歩
く
状
態」
につ

い
ての
意
味
因
子
対
の
完
全
に一
致
する
もの
は 、
「イ
ン
叶リイ
ンゴ
リ」

ーl
「キッ
トン
キッ
トン」
の一
組
で
あ
る 。
し
か
し 、
「イ
ン。叶リイ
ン

ゴ
リ」
は 、
次
節に
おい
て
と
りあ
げる
「払」
の
窓
味
的
特
徴を
具
有する

と
とに
よっ
て 、
「キッ
トン
キッ
トン」
との
差
異を
明
確
に
示
すの
で
あ

る 。次に 、
意
味
因
子
対の
きわめ
てよ
く
似
てい
る
もの
を
あ
げる
と 、
次の

と
お
りで
あ
る 。

Oイ
ンゴ
リ
イ
ン
ゴ
リ

(「は
付」
+
「団
付」
+
「印
付」
+
「目
付」)

111イコ
イゴ
「は
付」
+
「日
付」
+
「叩
付」
+
「目
付」
十
「旧

付」
Oオッ
チ
ラ
到
チ
ラ
(「凶
付」
+
「印
帥」
+
「

な」
+

品
付」)
||

タ
ラ
ン
タ
ラン
タ
引ン
タ
ラ
ン
(「は
付」
+
「日
付」
+
「印
刷」
+「時

制」
+
「団
付」)

O
夕
刻タ
カ
(「一比
例」
+
「目
的」
+
「日
付」
+
「日
付」
+
「目
付」+

「目
的b
ol--ス

州ス
タ(「は
帥」
+
「印
刷」
+
「印
帥」
+
「は
帥」

+
「目
付」
+
「旧
例」
+
「日
付」)

Oチョ
44チョ
コ
(「凶
帥」
+
「印
刷」
+
「日
付」
+
「目
付」
+
「旧

的」)

||夕
刻タ
カ
(「比
例」
+
「目
的」
+
「印
刷」
+
「日
付」
+

日
付」
+
「出
帥」)

さ
らに 、
意
味
因
子
対の
もっ
と
も
遠い
関
係に
ある
もの
は 、
次の
と
お

りで
あ
る 。
(おペ)
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「人の歩く姿IC関する擬態副詞語業」の意味構造についての一試論

「
ダ
ン
ダ
ン
列訓
ダ
ン
(「
A
帥」
+
「
B
例」
+
「C
判」
+
「
D
制」

}

l

噌i

ォ，山vf
一
一「
印
刷」
+
「
目
付」
+
「旧
制」

一
(
ボ
ツ
叶
リ
ポ
ッ
ト
リ
(「
U
H」
+
「
印
判」
+
「
印
付」
+
「
日
付」

一
↓一
+
「
日
付」
+
「
問
料」
+
「
団
付」)
|
ト
利
リ
ト
ボ
リ
(「
は
付」
+

-
「
印
刷」
+
「
印
付」
+
「
日
付」
+
「
m
H」)

一
イ
ン
司
ザ
イ
ン
ゴ
リ
(「
は
付」
+
「
団
付」
+
「
山
村」
+
「
目
付」

一
l主
一
一
|
剖刈
ト
ン
キ
ッ
ト
ン
(「
U
H」
+
「
日
付」
+
「
印
付」
+「
m
H」

一
一
ツ
刺
ツ
カ
(「
日比
例」
+
「
団
帥」
+
「
印
刷」
+
「
印
刷」
+
「
同

一
↓一
付」
+
「
目
的」)
|
ス
列
ス
タ
(「
凶
例」
+
「
印
刷」
+
「
日
的」

一
+
「
E
帥」
+
「
G
H」
+
「
H
吋」)
1夕
刻
タ
カ
入「
A
肘」
+「
B

-

噌i
d，、

一
帥」
+
「
印
刷」
+
「
日
付」
+
「
日
付」
+
「
出
帥」)

「
行
動」
と
し
ての
歩きか
た
の
状
態の
意
味
因
子
対に
よ
る
検
討に
よっ

で 、
一
々
の
語
葉
素の
意
味
空
間の
ち
がい
を 、
か
な
り明
確
に
するこ
とが

で
き
た
と
思
う 。
し
か
し 、
右に
挙
げた
意
味
因
子
対が 、
そ
の
全
て
とい
う

わ
けで
は
決し
て
ない 。
今
後は 、
こ
れ
らの
他に 、
一
々
の
誇
奨
索の
窓
味

空
間
をよ
り一
一照
明
確
に
把
握する
た
め
に
どの
よ
うな
怠
味
因
子
対が
あ
る

か
を
発
見する乙
と
に
努め
な
け
れ
ば
な
らない
で
あ
ろ
う 。

そ
の
た
め
に
は 、
よ
り
多くの
被
調
査
者に
接
するζ
と
は
もと
よ
り 、
自

然
傍
受
法
に
よ
る
調
査を
も
徹
底的に
お乙
ない 、
一
々
の
語
紫
索につ
い
て

で
き
る
だ
け
多
くの
用
例
を
求め
る乙
とに
専
心
する
必
要
が
あ
ろ
う 。

と
ζ
で 、
右の一
六
語の
意
味
空
間が 、
相
互
に
ど
の
よ
うな
関係
を
示し

て
い
る
か
を
知
る
た
め
に 、
そ
の
意
味
的
距
離を
測
定し
て
み
た
い 。
「行
動

と
し
て
の
歩
く
状
態」
に
おい
て 、
意
味
的
特
徴を
全く
有さ
ない
もの
を
想

定し 、
そ
れを
原
(ゼ
ロ)
と
する 。
そ
し
て 、
意
味
因
子
対の一
致する
場

噌よ

合に
+
点 、
一
致
し
ない
場
合に一
点を
与え 、
窓
味
因
子
対の
「
帥
付」
の

一
致
する
場
合に
刊
点 、
一
致しない
場
合に
→
点を
与え(乙
の
点
数
は 、

詩
集
索
相
互

の
相
対
的
な
窓
味
的
距
離
を
知
る
た
め
に、

便
宜
的
に
与
え
た
も

の
で
あ
っ
て、
も
と
よ
り
絶
対
的
な
怠
味
を
持
つ
も

の
で
は
な
い
て
「イ
ン
ゴ

リイン
ゴ
リ」
と
他の一
五
語 、
「オッ
チラ
オッ
チ
ラ」と
他の一
五
語とい

うよ
うに 、
一
々
の
語
奨
索
と
他の一
五
語
との
意
味
的距
離を
測
定し
て
示

す
と 、
前ぺ
|ジ

の一
覧
表の
よ
うに
な
る 。
表
中 、
プ
ラ
ス
点の
多い
場
合

は
両
者の
意
味
的
距
離が
近いと
と
を
示し 、
マ
イ
ナス
点の
多い
場
合は
遠

い
こ
と
を
示
す 。
(
表

の
上
欄

の
右
に
記
す
1
、

2
、

3
、

4
、

:

:
の
番
号
は 、

左
端
に
記
す
各
語
梁
索

の
番
号
と
一

致
す
る。)

こ
の
よ
うに
し
て 、
語
梁
系相互の
意
味的
関係の
近
似
性を 、
た
と
え
相

対
的で
は
あ
る
に
し
て
も 、
一
応
確
か
め
る乙
と
が
可
能とな
るの
で
あ
る 。

主
体
と
し
て
の
「
人」

の

属
性
に
よ
る
分
類

次に 、
「人の
属
性」
に
よ
っ
て 、
その
意
味
空
間が
特徴づ
けら
れてい

る
語
設につ
い
て 、
考
察
すると
とに
しよ
う 。
こ
れに
直
接関わ
る
語
集索

の
数
は 、
そ
れほ
ど
多数に
はの
ぼ
らない 。
すな
わ
ち 、
「人の
属
性」に
お

い
て 、
特
別な
意
味
的
特徴を
有さないゼ
ロ
の
もの
が 、
かな
り
多くみ
と

め
ら
れる
か
らで
あ
る 。
老
人で
あ
る
とか 、
女
性で
あ
る
とか 、
太っ
てい

る
人で
あ
る
とか 、
背の
低い
人で
あ
る
とか 、
ぴっ
乙の
人で
あ
る
とか
そ

ういっ
た
「
人」
の
属
性
的
特
徴を一
切
有さ
ない
語
設
索の
数
は 、
結
構
多

い
の
で
あ
る 。

以
下に
は一
「人の
属
性」に
関わ
る
語
繋
素を
列
挙する 。
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ー 、
「
老人」
に
関
する
もの
(
略
号 、
日仏)

||一
O
語

インゴ
リインゴ
リ
インゴ
リインゴ
リイ
ンゴ
リインゴ
リ

イゴ
リ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
イゴ
インゴ
リマ
ンゴ
リ

リマ
ン
ゴ
リ
ヒョ
コ
リヒョ
コ
リ
ヒョ
ッ
コ
リヒョ
ッ
コ
リ

-フヒョ
ッ
コ-フ

2、
「
子
供」
に
関
する
もの
(
略
号 、
出)

||一一
語

イゴ
リ

マ
ン 、ゴ

ヒョ
ッ
コ

タカ
タカ
タカ
タカ
タカ
タカ

3、
「
ち
ん
ば
の
人」
に
関
する
もの
(
略
号 、
お

||四
語

ギッ
ク
リシ
ャツ
ク
リ

ギッ
コ
ンパ
ッ
タン

ッ
トン

キッ
トン

4、
「
大
柄な
人」
に
関
する
もの
(
略
号 、
ぬ)

||一
語

刊刈コ
ン
ギッ
コ
ン

ノッ
ソ
リノッ
ソ
リ

5、
「
大
勢の
人」に
関
する
もの
(
略
号 、

犯)

||一
O
語

ソロ
ソロ
ゾロ
l

ゾロ
l
eソロ

1 9ソロ
l

ゾロ
l

ゾロ
l

ロ
リ
ゾロン
ゾロン
ゾロ
ゾロ
ゾ
叫ゾロ
ド

ロ
l
ド
吋i

ッ
ト
ド
ヤ
ド
ヤ
ド
ヤッ
ト
ドッ
ト

乙の
範
囲に
限っ
て
見れ
ば 、
「人の
歩
く
姿に
関
する
擬
態副
詞
語
紫」

が 、
目
立た
しい
もの 、
誇
張さ
れ
るべ
き
もの
に
即
し
て
繁
栄し
てい
るこ

と
が 、
よ
く理

解さ
れる
か
と
思
う 。

乙
れ
以
外の
語
紫
索は 、
「人の
属
性」に
おい
て
特
別の
意
味
的
特
徴を
有

さ
ない
もの 、
とい
う乙
と
に
な
る 。

参ソロ
リ 事ソ

ド
ヤ
ド
ヤ

四

「評
価」
に
よ
る
分
類

キ

土
地人
は 、
「人の
歩く
姿に
関
する
擬
態
副
詞
語
奨」
の一
々
の
語
染
采

につ
い
て 、
そ
れが 、
どの
よ
うな
品
位に
属
する
もの
で
ある
か
を 、
か
な

り
客
観
的に
判
定する
よ
うで
ある 。
一
々
の
語
集
索につ
い
て
のこ
ま
かい

評
価は 、
土
地
人一
人一
人で 、
か
な
りの
ゆ
れが
み
とめ
ら
れる
が 、
大
き

く 、
そ
れ
が 、
ほ
め
ら
れ
るべ
き
歩きか
た
か
朗
笑・
侮
蔑の
対
象
とな
る
よ

うな
歩きか
た
か 、
そ
れ
と
も
特
別の
価
値
感
情に
関わ
りの
ない
歩き
か
た

か
とい
う
点で
は 、
土
地
人の
内
省が 、
ほ
と
んど
例
外な
く一
致
する
の
で

あ
る 。
すな
わ
ち 、
土
地
人は 、
一
定の
価
値
感
情を
もっ
て一
々
の
語
奨索

に
相
対し
て
お
り 、
大
き
な
分
別に
おい
て
は 、
ほ
ぼ
社
会習
慣
的な
把
握の

仕
方が
定立し
てい
る 、
と
言っ
てよい
の
で
ある 。

そ乙
で 、
以
下に
は 、
七
八
語の
語
集
統
体の一
々
の
語
設
業が 、
土
地
人

に
よっ
て
ど
の
よ
うに
評価さ
れてい
る
か
を 、
記
す乙
とに
する 。
個々
人

に
よっ
て 、
か
な
りの
ゆ
れが
み
とめ
ら
れるζ
ま
か
い
評
価
の
別は
捨
象

し 、
右に
示し
た
三つ
の
基
準に
よっ
て 、
大き
く
分
類
するζ
とに
する 。

ー 、
「ほ
め
ら
れるべ
き」
歩きか
た
(
略
号 、
日
付)

||九
語
こ
一
・

五
%)

ス
タ
ス
タ
タカ
タカ
タカ
タカ
タカ
タカ
タッ
タッ
ト
タッ
タッ

タッ
ト
ダン
ダン
ダン
ダン
ツ
カ
ッカ
ドン
ドン
ドン
ドン
ドン
ド

ン
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「ほ
め
ら
れ
るべ
き」
歩きか
た
を
表わ
す語
集
索の
数
は 、
全
体の一
一

・
五
%とか
な
り
少ない 。
い
ずれ
も 、
「
早い
歩き
か
た」を
表わ
す語
奨
素

で
ある乙
と
が
注
目さ
れる 。

2、
「特
別の
価値
感
情
に
関わ
りの
ない」
歩きかた
(
略
号 、
凶
町)

:
(

 

||五
語
(六・
四
%)

ソ
ロ
ソ
ロ
ソ
ロ
ソ
ロ
ソ
ロ
ソ
ロ
ソ
ロ
1ッ
ト
ト

ボ
トポ
トボ
リト



「人の歩く姿IC関する擬態副詞詩集」の窓味構造につい ての一試論

ボ
リと

の
意
味
空
聞に
所
属
する
語
染
索の
数
は 、
予
想ど
お
りに
少な
い 。
擬

態
副
詞
語
静止の
世
界に
あっ
て
は 、
お
そ
ら
く 、
何
ら
特
別の
価
値
感
情に
支

え
ら
れない
語
梁
素は 、
定
立し
に
くい
もの
と
考え
ら
れ
る 。

乙
れ
以
外の
六
四
語(八二・一
%)
が 、
3
「
噸
笑・
軽
蔑の
対
象
とな

る
よ
うな」
歩き
か
た
(
略
号 、
仏
付)
に
所
属
する
もの
で
あ
る 。
と
の
よ

うに 、
「人の
歩く
姿に
関
する
擬
態
別
詞
語
集」
は 、
酬明
笑・
軽
蔑
と
い
う

下
向き
の
「
評
価」
の
もの
を 、
圧
倒
的
に
多
く
栄え
させ
てい
るの
で
あ

る 。
と
れ
は 、
ひ
と
り 、
「
歩く
姿に
関
する
もの」
に
限
定
さ
れると
と
で

は
な
く 、
た
と
えば 、
「ぶ
らぶ
ら
とだ
ら
し
ない
姿に
関
する
もの」
(一
七

語 、
六・
三
%)
「もの
を
食べ
てい
る
姿に
関
する
もの」
(一
六
語 、
五­

九
%)
「ご
そ
ご
そ
し
てい
る
姿に
関
する
もの」
(一
二
語 、
四・
五
%)
な

ど 、
や
は
り
下
向きの
方
向で
把
握さ
れな
が
ちな
意
味
領
野が 、
い
ず
れ
も

多
くの
語
奨を
栄
えさせ
てい
る乙
と
と
深い
関わ
りを
持っ
てい
る
と
考
え

ら
れる
の
で
あ
る 。
「
容
姿一
般
を
表わ
す
もの」
に
おい
て
も 、
「よ
く

太っ

てい
る
人の
姿態に
関
する
もの」
が 、
六二・一
%
を
占
め
て
お
り 、
「ス

マ
ー
ト
な
人の
姿態に
関
する
もの」
の二
四・一
%
を 、
大き
く上
回っ
て

い
る
の
で
あ
る
(以
上
は 、
鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
字
野
方言の
もの
で
あ

(
注
7)

る) 。
右の
結
果は 、
「
人に
関
する
擬
態
副
詞語
染」
全
体が 、
評
価
とい
う

点で 、
ど
の
よ
うな
方
向へ
栄え
が
ちの
もの
で
あ
る
か
を 、
い
わ
ば
象
徴的

に
示
し
てい
る
と
解
する乙
と
がで
きよ
う 。

以
上 、
当
該
方
言の
「
人の
歩く
姿に
関
する
擬
態
別
詞
語
紫」
の
意
味
空

間
を 、
「
行
動
と
し
ての
歩く
状
態に
よ
る
分
類」
「
主
体と
し
ての
人の
属
性

に
よ
る
分
類」
「
評
価に
よ
る
分
類」
の
三つ
の
観
点か
ら 、
分
析
的
に
討
究

し
た 。
ζ
れに
よっ
て 、
一
々
の
語
奨
素の
意
味
空
間を 、
意
味
的
特
徴に
与

えた一
定の
符
号の
集
束
と
し
て
把
握すると
と
が
可
能とな
り 、
また 、
一

々
の
語
染
地品の
意
味的
距
離を
測
定
すると
と
も
可
能に
なっ
た 。
乙
の
点に

つ
い
ての
整理
検
討は 、
五
に
おい
て
あ
らた
め
て
お乙
な
うこ
と
と
し
て 、

乙
と
で
は 、
三
に
お
い
て
討
究を
試みた
語
葉
素の
う
ちのい
くつ
か
を
と
り

あ
げ
て 、
意
味
空
間・
意
味
的距
離を記
述
し
て
みよ
う 。

O
イ
ン
司
リ
イ
ン
ゴ
リ
〔(「
は
付」
十
「
日
付」
+
「
日
付」
+
「出
付」)
+

O
オ
ッ
チ
ラ

刑刈
チ
ラ
〔(「
U
H」
+
「
印
刷」
+
「
凶

O
判刈
ト
ン
キ
ッ
ト
ン
〔(「
凶
付」
+
「
日

(
払)
+
(
払
付)〕

制」
+
「
m
H」)
+
(U
H)〕

付」
+
「
日
付」
+
「
日
付」)
+
(
お)
+
(
M
H)〕

〔(「
A
H」
+
「
C
帥」
+
「
D
付」
+
「
E
H」
+
「
H
付」)
+
(
は
付))

‘aA

4・A

噌E4

'-、

O
夕
刻
タ
カ
〔(「
凶
帥」
+
「
印
帥」
+
「
日
付」
+
「
日
付」
+
「
目
付」

+
「
H
帥」)
十
(
犯)
+
(
A
吋)〕

O
ダ
ン
ダ
ン
列
ン
ダ
ン
((「
は
帥」
+

ll

qodl

 

「
印
刷」
+
「
印
刷」
+
「
印
帥」
+
「
旭
川何」
+
「
時
帥」
+
「
目
的」)
+

(
仏
肘)〕

O
ス
列
ス
タ
〔(「
以
例」
+
「
印
刷」
+
「
印
判」
+
「
日
制」

+
「
目
付」
+
「
目
的」
+
「
日
付」)
+
(
…比
例)〕

今 、
2
が
み
とめ
ら
れ
し
か
も
符
号が一
致
する
場
合を
マ

符
号が一
致

し
ない
場
合を
札、
2
が
全
くみ
とめ
ら
れない
場
合を
→
と
計
算し 、
3
に

4i

 

おい
て
は 、
符
号が一
致
する
場
合を+ 、
一
致
し
ない
場
合を→
と
計
算す

O
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ

る
と、
た
と
え
ば、
「
イ
ン
ゴ
リ
イ
ン
ゴ
リ」
と
他
の
語
梁
菜
と
の
意
味
的
距

離は 、
次の
と
お
りで
あ
る 。

オ
ッ
チ
ラ
オ
ッ
チ
ラ
(
2)
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キ
ッ
ト
ン
キ
ッ
ト
ン
(
叩)

シ
ョ
ボ
シ
ョ



ポ
(寸)
タカ
タカ
(
JU

ス
夕

刻刻
(
斗)

ダン
ダン
ダン
ダン
(
寸

「イン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ」
と
怠
味
的
距
離の
もっ
と
も
速い
語
梁
紫
は
「ダ

ン
ダン
ダン
ダン」
で
あ
り 、
もっ
と
も近い
語
染
采は 、
「キッ
トン
キッ

トン」
で
あ
る
乙
と
が
分か
る 。
「イ
ン
ゴ
リ
イン
ゴ
リ」
↓「キッ

トン
キッ

トン」
↓
「オッ
チ
ラ
オッ
チ
ラ」
↓
「ショ
ボ
ショ
ボ」
↓
「タカ
タカ」

↓
「
ス
タ
ス
タ」
↓
「ダン
ダン
ダ
ン
ダン」
とい
う
意
味
的
関
係
を 、
把
握

する乙
と
がで
き
る
の
で
ある 。

(
注
7

)
「
方
言

の
擬
声
語
・

援
態
語
同
」

未
発
表

五

「
人の
歩
く
姿に
関
す
る

擬
態
副
詞
語
集」
の
意
味
梅
造

二 、
三 、
固
に
おい
て 、
「人の
歩く
姿に
関
する
擬
態
副
詞
語
集」の
意
味

空
間・
意
味
構
造を 、
「
行
動
と
し
ての
歩く
状
態に
よ
る
分
類」
「
主
体と
し

ての
人の
属
性に
よ
る
分
類」
「
評
価に
よ
る
分
類」
の
三
つ
の
観
点か
ら 、

分
析
的に
把
握
すると
とに
努め
た 。
そ
の
結
果 、
一
々
の
語
染
索の
怠
味
空

間な
ら
び
に
語
奨
索
群の
意
味構
造・
意
味
的
距
離の
測
定を 、
か
な
り
客
観

的に
確
かめ
えた
か
と
思
う 。

そと
で 、
今まで
定
立
を
試み
て
き
た
方
法
に
よっ
て 、
ま
ず 、
「人の
歩

く
姿花
関
する
擬
態
副
詞
語
奨」
の一
々
の
語
実
素の
意
味空
間
を
究
明し 、

つ
い
で 、
意
味
的
距
離の
同じ
もの
あるい
は
近い
もの
を
大
ぐ
く
りするこ

と
に
よっ
て 、
全
語
来
索
をい
くつ
かの
グル
ー

プ
に
整理
する 。
そ
の
よ
う

に
し
て
整理
さ
れた一
々
の
グル
ー

プ
は 、
一
定の
窓
味空
間
を
保
有
すると

と
に
よっ
て 、
他の
グル
ー

プに
対
比
的
特
性
を
示
す乙
と
に
な
る 。
そ
し

て 、
各グル
ー

プ
は 、
一
定の
意
味
的
距
般を
有し
な
が
ら
も 、
互い
に
緊
密

に
連
繋し
合っ
てい
る
わ
けで
ある 。
そこ
で 、
あ
る
グ
ル
ー

プ
を
落
と
し

て 、
他の
グル
ー

プ
がどの
よ
うな
意
味的距
離
を
示し
てい
る
か
を
測
定し

て
み
ると
とに
する 。
そ
のこ
と
に
よっ
て 、
各グル
ー

プ
が
具
有
するさ
ら

に
高
次の
まと
ま
りと
連
関
性
を
究
明
するこ
と
が 、
可
能
と
な
る
で
あ
ろ

・つ。
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ま
ず 、
一
々
の
語
実
索が
具
有
する
窓
味空
間を
分
析
的に
討
究し 、
そ
の

近
似
性に
よっ
て 、
会語
梁索をい
くつ
かの
グル
ー

プ
に
分
類
整理
し
て
み

よ
う 。
七
八
語の
「人の
歩く
姿に
関
する
擬
態
副
詞
語
索」
は 、
次
の一
三

類に
分
類さ
れる 。

ん
類
〔A「
凶
付」
+
「
日
付」
+
「
叩
付」
+
「
団
付」)
+
(
砧)
+
(
仏

付)〕

イ
ン
ゴ
リ
イ
ン
ゴ
リ・
イ
ゴ
リ
イ
ゴ
リ・
イ
ン
ゴ
リ
マ
ン
ゴ
リ・
マ
ン

ゴ
リ
マ
ン
ゴ
リ

ん
〔(「
凶
付」
+
「
日
付」
+「
日
付」
+
「
日
付」
+
「
団
付」)
十(払)

+
(
M
H)〕

イ
司
イ
ゴ
・
イ
ゴ
イ
ゴ
イ
叫
イ
ゴ

ん
〔(「凶
付」
+
「日
付」
+
「
印
付」
+
「目
的」+「旧
付」)
+(払)

イ
ン
ゴ
リ
イ
ン
ゴ
リ
イ
ン
ゴ
リ
イ
ン
ゴ
リ

+
(
以
付)〕

ん
〔(「
凶
付」
+
「
日
付」
+「
叩
付」
+
「
印
付」
+「
目
付」)
+
(
仏)

ヒョ
コ
リヒョ
コ
リ・
ヒョ
ッ
コ
リヒョ
ッ
コ
リ・
ヒョ
ツ

+
(
仏
付)〕

コ-フヒョ
ッ
コ-フ

ん
〔(「
U
H」
+「
日
付」
+
「
日
付」
+
「
団
付」)
+(
犯)
+(
仏
付)〕

ギツ
叫ン
バ
ッ
タン・
判刈コ
ン
ギッ
コ
ン・
ギッ
列リシ
ャツ
列リ・
判

ッ
トン

キッ
トン

B刷
類
〔(「
凶
帥」
+
「
印
刷」
+
「
印
判」
+
「
日
付」
+
「
日
付」
+「
凹



タ
カ
タ
カ・
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
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帥」)
+
(犯)
+
(以
帥)〕

仏
類
〔(「凶
付」
+
「印
刷」
+
「目
付」)
+(犯)
+(仏
付)〕

リ
ノ
ッ
ソ
リ

n附
類
〔(「一M
H」
+
「叩
帥」
+
「日
制」)
+(犯)
+
(仏
付)〕

1 .ソロ
l

ゾ
叫リ
ゾロ
1・

ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン
ゾロ
ン

町
〔(「凶
付」+「印
帥」)
+(江)
+(M
付)〕
ゾ
叫
リ
ゾロ
リ・
ゾ
叫

ン eソロ
ン

山
〔(「U
H」+「叩
帥」
+
「団
付」)
+(犯)
+(仏
付)〕

ロ
yt

ノッ
ソ

ドロ
l
ド

品
類
〔(「凶
帥」
+
「印
刷」
+
「印
判」
+
「目
付」
+
「印
刷」)
+

(犯)
+
(仏
付)〕
ド
ヤ
ド
刊刈
ト・
ド
ヤ
ド
ヤ
ド
刊刈
ト・
門刈
ト

れ
類
〔(「凶
帥」+「印
帥」
+
「印
刷」
+
「団
帥」
+
「日
付」
+
「目

的」
+
「日
付」)
+
(仏
帥)〕
ツ
刺ツ
カ

巴
〔(「日比
例」
+
「日
帥」+「印
刷」
+
「印
刷」
+
「日
付」
+
「目

的」
+
「日
付」)
+
(仏
帥)〕
ス
列ス
タ

れ
〔(「比
例」
十
「叩
帥」
+「ぼ
帥」
+
「山
口
+
「目
的」)
+(仏

付)〕
ス
タコ
ラ・
ス
タコ
ラ
サッ
サ
ト・
セ
カセ
カ

日
〔(「凶
帥」
+
「目
的」
+
「印
帥」+「印
刷」
+
「印
刷」
+
「出

帥」)
+
(仏
帥)〕
ダン
ダン
利引
ダン

日
〔(「日比
例」
+
「日
帥」
+
「印
刷」
+
「印
刷」
+
「目
的」+「目

的」
+
「出
帥」)
+(仏
帥)〕

門別
ドン・
ドン
ドン
門川
ドン

「氾
帥」)
+

、fロ

れ
〔(「凶
帥」
+
「印
刷」
+
「印
帥」
+
「目
的」
+

(仏
帥)〕

到
タッ
ト・
4
4
つ
ト

品
類
〔(「凶
付」
+
「叩
帥」
+
「印
付」
+
「団
付」)
+(日比
例)〕

ロ
ソ
ロ・
ソ
ロ
ソ
ロ
ソ
ロ
ソロ・
ソロ
1ッ
ト

仏
〔(「U
H」
+
「印
刷」
+
「印
付」
+
「団
付」)
+(仏
付)〕
ソ ソ

ロ
イ
ソ
ロ
イ・
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ

ら
〔(「凶
付」
+
「印
刷」
+
「印
付」
+
「日
付」
+
「旧
制」)
+

ト
ポ
ト
ボ・
ト
ボ
リ
ト
ボ
リ

品
川)〕

山
〔(「凶
付」
+
「印
刷」
+
「印
付」
+
「日
付」
+「旧
制」)
+(払

トコ
トコ・
シ
ヨ
ボ
シ
ヨ
ボ

付)〕仏
〔(「M
H」
+
「印
刷」
+
「出
付」)
+
(U
H)〕

ソ
ノ
ソ・
ノ
ロ
ノ
ロ

品
類
〔(「凶
付」
+
「日
付」
+
「印
刷」
+
「団
付」)
+(仏
付)〕

引ダ
ラ・
ダ
引
リ
ダ
ラ
リ・
ダ
引ン
ダ
ラン・
タ
ラン
タ
引ン・
タ
ラン
タ
ラ

ン
タ
引ン
タ
ラン・
プ
ラ
リ
プ
ラ
リ・
プ
ラン .フ
ラン

YM
類
〔(「は
付」
+
「日
付」
+
「日
付」
+
「印
判」
+
「日
付」
+「旧

制」)
+
(M
H)〕
ヒ
ヨ

叶ヒ
ョ

コ・
ヒ
ョ

コ
ヒ
ョ

コ

叫司引ヒ
ョ

コ
・
ヒ

ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ
ヒ
ョ
ッ
コ

し
〔(「は
付」
+
「印
付」
+
「日
付」
+
「団
付」)
+(仏
付)〕
ク

川リ
クル
リ・
ク
刈ン
クル
ン

h
〔(「凶
付」
+
「団
付」
+
「日
付」
+
「目
付」
+
「団
付」)
+

ノコ
ノコ・
ノタ
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ユ
サ
lユ

サ
l

(仏
付)〕

h
〔(「U
H」
+
「日
付」
+
「叩
付」
+
「時
制」
+
「旧
付)
+(日日

付)〕
ユ
サ
lユ

サ
lユ

サ
lユ

サ
l

ム
類
〔(「凶
付」
+
「印
刷」
+
「印
付」
+
「江
付」
+
「日
付」+「目

的」
+
「m
H」)
+
(仏
付)〕
ホ
叶
リ
ホ
ト
リ・
ホツ
叶
リ
ホッ
ト
リ・
ポ

ト
リ
ボ
ト
リ・
ポッ
ト
リ
ポッ
ト
リ・
ホ
トン
ホ
トン

L
〔(「凶
付」
+
「日
付」
+
「目
的」
+
「日
付」
+
「日
付」
+
「時

帥」
+
「旧
制」)
十
(仏
付)〕
ぺ
列ペ
タ・
ペ
ッ
タペ
ッ
タ

ペ汁列ベ
ッ
タ

vm
〔(「凶
付」
+
「日
付」
+
「印
刷」
+
「日
付」
+
「日
付」+「旧

制」
+
「目
付」)
+
(仏
付)〕
ベ
ッ
列ン
ペ
ッ
タン

YM
類
〔(「凶
付」
+
「印
帥」
+
「日
制」
+
「団
付」)
+
(仏
付)〕

ツ
コ
リ
ノッ
コ
リ・
テッ
ク
リ
テッ
ク
リ

L
〔(「U
H」
+
「印
刷」
+
「団
付」)
+
(M
H)〕

オッ
チ
ラ
オッ
チ
ラ

オッ
チ
ラ
ト

Mm
類
〔(「凶
伸」
+
「叩
帥」
+
「日
付」
+
「旧
例」)
+
(U
H)〕

ヨ
コ
マ
カ
ト・
チョ
コ
チョ
コ

以
上
の一
三
類
の
窓
味
空
間
は 、
い
くつ
か
の
意
味
因
子
に
よっ
て 、
そ
れ

ぞ
れ
が 、
一
定の
結
びつ
き
を
示
し
て
い
る 。
そ
の
結
びつ
き
か
た
は 、
ど
の

意
味
空
間
を
基
準
に
と
る
か
に
よっ
て 、
当
然 、
相
互
に
強い
結
びつ
き
を
示

し
た
り
弱い
結
びつ
き
を
示
し
た
り
す
ると
と
に
な
ろ
う 。
今 、
仮
に 、
品
類

を
基
準
に
と
る
と 、
他の
意
味
空
間
と
の
意
味
的
距
離
は 、
次
の
よ
う
に
な
る 。

ん
類
(O)

L
類
(→)

品
類
(Ju

h
類
(斗
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山
類
(5)

仇
類
(2)

vM
類
(→)

h
類
(4)

h
類(4

仇
類
(1)

品
類
(5)

YM
類
(2)

M州
類
(寸)

右
の
結
果
に
も
とづ
い
て 、
「A
類」
を
基
準
に
し
て
他
の
類
と
の
関
係
を

図
示
し
て
み
る
と 、
次の
よ
う
に
な
ろ
う 。

同中山口

同問同一

日

日間同一

H

同問川町一
N

H一

同

王

国

H一

同一

日一

阿一

日一

同一

お

わ

り

ノ

方
言の
擬
声
語・
擬
態
語
につ
い
て
の
研
究
は 、
やっ
と
そ
の
緒
に
つ
い
た

ば
か
りで
あ
る
とい
うζ
と
が
で
き
よ
う 。
し
た
がっ
て 、
今
後
は 、
各
地
方

言の
縫
声
語・
擬
態
語
の
実
態
を 、
で
き
る
だ
け
精
確に
記
述
す
る
乙
と
が 、

ま
ず 、
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 。
そ
の
精
確
な
記
述
は 、
ど
の
よ
うな
擬
声

語・
擬
態
語
が
み
と
め
ら
れ
る
か
を
全
的に
把
握
す
る
と
と
も
に 、
そ
れ
が 、

ど
の
よ
う
な
意
味
領
野
を
栄
え
さ
せ
て
お
り 、
ど
の
よ
うな
意
味
構
造
を
示
す

も
の
で
あ
り 、
ど
の
よ
うな
意
味
因
子
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
も
考
究

す
る
乙
と
に
よっ
て 、
は
じ
め
て
全
うさ
れ
た
と
言い
う
る
で
あ
ろ
う 。
そ
の

よ
うな
研
究
が 、
各
地
方
言の
擬
声
語・
擬
態
語に
つ
い
て
積
極
的
に
試
み
ら

れ
て
は
じ
め
て 、
こ
れ
の一
般
的
傾
向や
原
則 、
地
方
地
方の
特
性
を 、
体
系

的に
理
解
す
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る 。
小
論
は 、
そ
の
う

ち
の 、
意
味
を
客
観
的
に
把
握し 、
語
奨
索
相
互
の
意
味
的
距
離を
測
定
す
る

チ



た
め
の一
試
論
を
提
示
す
る
に
と
ど
まっ
た 。

「人の歩く姿lζ関する援態副詞語集Jの意味構造についての一試論

(
付
記)

小
論
は 、
藤
原
与一
先
生の
長
年
の
ど
教
導
に
よっ
て
成っ
た
も
ので
あ

る 。
ま
た 、
柴
田
武
氏 、
徳
川
宗
賢
氏 、
佐
藤
虎
男
氏
か
ら 、
直
接 、
間
接
に

多
く
の
ど
教一不
を
賜っ
た 。
と
こ
に
記
し
て 、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る 。
ま

た 、
「
国
語
学」
編
集
委
員の
方々
か
ら 、
種々
ど
高
評
を
賜っ
たζ
と
に
対

し
て 、
深
甚の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る 。(一

九
七一
・

八・
二
O
初
稿)

ご
九
七二・
三・
三一

再
稿)

什|
鳥
取
大
教
育
学
部
助
教
授
||

(
昭
和
四七・
四・
八
受理)
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